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V135a ASTE搭載用多色連続波カメラの開発：(13) 光学系の評価
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我々は、サブミリ波帯の効率的な広域サーベイ観測を実現するため、ASTE望遠鏡での本格的な科学運用を目
指して、多色連続波カメラの開発を推進している。本カメラの光学系は、ASTE望遠鏡の受信機室内に設置され
た修正楕円鏡によって、受信機デュア内に光線を導入したあと、ダイクロイックフィルターで 2つの焦点面に分
割、集光し、TESボロメータで検出するものであり、8分角の視野を持ち、波長 1.1 mm帯で 169素子、850 µm
帯で 271素子での観測が可能な光学系を持つ。光学系の評価としては、2014年 3–4月のコミッショニングにおい
て、Mars を用いてビームマップを取得し、1.1 mm/850 µm両バンドで、全視野にわたって回折限界を実現する
光学系になっていることを確認しているが、Mars は視直径が大きく、またボロメータが入射強度に対して線形性
を失うため、ゆがんだビーム形状と高いサイドローブレベル (>-10dB)が測定されていた。我々は 2016年 4–7月
に、初期科学観測を含むコミッショニングを実施し、様々な惑星に対するビームマップを取得した。これらのデー
タを用いて、ポインティングおよび副鏡フォーカスのAz/El依存性について詳細な評価を行い、設計で要求され
る精度を実現できることを確認した。また、Uranusビームマップから得られたビーム形状は、設計通りのビーム
サイズ（28′′/22′′)、サイドローブレベル (<-13dB)、主ビーム能率 (>0.7)が達成されていることを確認した。


